
～公民館を核とした持続可能な地域づくり推進事業～ 

公民館ふるさと教育推進事業 取組事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施地区（中学校区名） 大田市立第二中学校区 

事業実施公民館等名 

（中学校区内にある全ての公民館等） 

東部公民館・西部公民館 

（各まちづくりセンター･･･７館） 

消えた湖・波根湖 

テーマの背景 

波根湖とは、久手町波根西にあった周囲約４km の潟湖のことで、昭和 26 年 3 月に干拓

され広々とした水田に変わりました。その周辺の人々は、古くから経済的にも文化的に

も様々な恩恵を受けて暮らしてきた。波根湖という、今は無くなった湖に様々な角度か

ら迫り、地域の大人が調査・学習し、波根湖との関わりを改めて見つめなおし、まとめる

ことで、地域で暮らす方々がふるさとを愛する心情を育むことにつなげていきたい。ま

た、地域に残る教育資源として、次世代に伝えていきたい。 

実際の取組 

＜取組の概要＞ 

1. テーマ「消えた湖・波根湖」についての資料（パネル）作成にあたり、共通認識と内

容についての意見を各委員から伺い、検討して方針を決定した。 

2. 資料（案）を元に内容の検討・編集作業を一次、二次にわたって行う。写真の選別と

文章の検討（一次）、写真の決定とパネルの順番の検討（二次） 

3. 資料を基に検討委員の皆さんから、再度ご意見を頂き、再編集と校正作業を行った。 

併せて写真・図版等の著作物許諾申請作業を開始した。 

4. ふるさと教育展示資料「消えた湖・波根湖」（A１サイズパネル）が完成した。 

 

＜成果と課題＞ 

今年度は、資料収集に時間がかかり、教育資料作成にとどまったため、学校やまちづく

りセンターでの発表会や展示等の掲示ができなかった。 

次年度は、学校での学習や各まちづくりセンターでの展示等、子どもから大人まで使え

る「ふるさと教育資料」として活かした事業展開を行っていきたい。 

⑤ふるさとの「ひと・もの・こと」を次世代に伝え、守っていく活動の実施 

事業名：「消えた湖・波根湖」パネル（A1）作成事業 

テーマ 
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テーマに迫るためのポイント 

今、わたしたちの見る旧波根湖に広がる田んぼには、約 300 年間にわたって行われた干

拓の歴史がある。この地の干拓事業は、多くの人々の努力の結果であり、大田市の歴史の

中でも一大プロジェクト事業の一つであったと考えている。この事業をとおして得られた

多くの知識や経験は、その後の、八郎潟干拓やその他多くの干拓事業に取り入れられ、日

本の干拓事業のさきがけとなった。 

今後の展望 

波根湖周辺に暮らした人々の営みはもちろん、市の産業である農業が、いかに多くの

人々の努力と工夫の上になりたっているか、あるいは、土と人、水辺と人の深い関わりな

ど、知っていただきたい。そして、今後、研究が進み新たな発見につながっていくことに

期待したい。 
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